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ごあいさつ

従来のやきものの手法に留まらず、独自の表現の領域を開拓し続ける伊藤慶二と鯉江良二の初の二人展を胃掛いたします。

静寂を感じさせる伊藤慶二の空間と躍動的な鯉江良二の作品群。その両氏の作品、また、作家自身の人柄も異ををしている

ようですが、物事には必ず二つの面があるということを示唆するかのように、どちらからも「人が生きているということ」という、

命のように形の見えないものの存在を強く感じさせます。

今を生き、また生かされているという両氏の表現の根底にあるものの存在によって大きく心を揺さぶられるCですニ

なぜ人は生きているのかを問うよ・うに、なぜ人はものをつくり、表現するのか？

ということの延長に美術があると思います。日常の暮らしのなかで、見過ごしがちな事に気付かせてくれる〇ヂ妻警であるの

かもしれません。目の前に見えている、やらなければならないものばかりに捕われてしまいがちですが、ふと、三ち止まり、

人の心のように目には見えないものや、見えないところで起こっている事の存在を認識するきっかけを与えて∵章二…もつであっ

て欲しい、美術は高尚である為にあるのではなく、生きる力と心の豊かさを与えてくれるものであってこ三㌧二二三三ってお：プます。

その願いをまさに実践し続けているのが、このお二人ではないかと感じております。

表現を通して社会と白身とに向き合い、長年にわたり物事の本質から目を逸らすことなく制作活鼓を号二三二と忘、容易な

ことではありません。その並々ならぬ魂の強さは穏やかに、そして、情熱的に、個々に意志を与えてしこる誉一二三こて十二

両氏の作品それぞれに宿る魂のようなものを感じ、また、その声に耳を傾けていただければ幸いです＝

最後となりますが、この展覧会の実現にあたり、同じ時代性を背景にもち、作家に生きる伊藤覆二三とき二三二三二半世紀

にわたる制作活動の功績に敬意を表しますとともに、ご協力を賜りました関係者の皆さまに心よ：j≡二・三ラ二手ノ二ご三十＝

2013年4月

≒三宇≒千三言語長

吉二三由則

Message

Thisisatwo－perSOneXhibitlOnfeaturlngthedistinguishedJapanesepotteryartists，KeijiI二二三二三三二三三二二三三二二こらave

transcendedtradltlOnalpotterytechniquesbycontinuallypushlngtheboundariesofartistice三preささ三二

KeijiIto’sworksexpressthetranqullltyOfspace，WhereasRyojlKole’sworksarealledてた三三：二二二二士：二云the

twoartlStSdi茸erdramatlCallylnboththeirworksandpersonalitleS，theyconveyconceptualiT士三ざ一三二二二±三二三三二一一二ミミdes．

ThelrPleCeSSeektolllustratethatwhllehumanbeingsareclearlyallVe，thereexistsanintaェgft二三三二三二二二三二三士三二二mOt

beseen TheviewerlSmOVedbytheunderlylngrepreSentatlOnOftheartists’work wearelil士言二∵丁三二三二二三主上二三てこ1ife

WebelievethesignlficanceofartliesinasklngOurSeiveswhyweproducethlngSJuStaSrユーe三二三三±：二一一二二一一M三＿一一三±血s

WOrld・ArtenablesustodiscoverthlngSthatwepaynoattentlOntOlnOurdailyllfe，becati≦三M三二三二三二：三二二二三二二T士ose

SeeminglysignlBcantthingsrightinfrontofus．ItisourhopethattheseartworkswlllencCご三三三＝二二二二三：二三f：二三二二二ent

andseekoutthelnVisibleworldhappenlngbeyondyoureverydayvisionandexperience．iごて　三二二三▼¶二三二一ニーこそこそ－．一三＿Piay

arolelnenrlChlngyOurmlndandempowerlngyOurllfeItlSOurCOnVictionthattheworks二二i：三三二三丁‾二二L二＿－‡‡三二PL；ごづsts

puttheseidealsintopractlCe

AfundamentalstruggleforallartlStSIStOretaintheessenceoftheirworkandpurposeで三三：二三三二一二二三二二三与LニラTand

routlnethatsurroundsthem・Theartists’deepstrengthofsoulsubtlyinstlllslneaChv・rOrk三二三二一一二三ii壬＿二一二三二三二言±of

intent Wewouldbeverygratefulifyoufeelthesoulrootedlntheirworksandspeakto止e，／二三二三三一二二二二

Finally，WeWOuldliketoexpressourutmostrespectfortheaccornpllShmentsgoingbackc］一∴fr±三三二三二∴二二一＿ご二二三二三‡三五［O

andMr RyojiKole，andourgratitudetoallthosewholnVOIvedinthisunlqueeXhibition．

Apri12013，

三と二三＿二王∴＿血i二二二三Art

＿二‡二二　二⊥…二＿二二　＿二二三二二Or
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つなぐものたち　疾走の軌跡－伊藤慶二＋鯉江良二展

正村美里

伊藤慶二と鯉江良二の二人展が開かれる。久しぶりのことである。両氏は共に、

1970年代以降の美濃と常滑の現代陶芸を牽引してきた作家である。

定期的、継続的に個展を開き、クラフトと立体の作品をバランスよく淡々と発表

し続ける伊藤。そのペースには波がない。揚春や皿を制作する時には必ず

下絵を措く。展示に際しては、個々の作品のスケッチと展示図面が独特の諷々

とした酒落たタッチで措かれ、あらかじめほぼ完成した展示プランが準備される。

一方、常滑から岐阜県の上矢作へと工房を移して以降も変わらず海外の

あちこちに出掛け、現地の人々と共に現地の材料でイベントのように制作し、

巻き起こるエネルギーをそのまま封じ込めて作品を創り上げてきた鯉江。

工房にはあれこれと人が訪れ、来客にはざっくりとした手料理をふるまう。

人が好きで、大勢を動かして造る現場主義。スペースに合わせてその場で見事

にインスタレーションする。

伊藤は1935年10月19日、岐阜県の土岐に生まれ、鯉江は1938年7月27日、

愛知県の常滑に生まれた。

伊藤は武蔵野美術学校（現・武蔵野美術大学）で油絵を学んだのち、

多治見の岐阜県陶磁器試験場に意匠デザイナーとして勤めたことからやき

ものの世界に入った。鯉江は常滑高校の葉菜課でやきものの基礎を学び、

常滑市立陶芸研究所に入ってから現代美術に出会っている。伊藤は美術

から陶磁器、クラフトへ、鯉江はやきものから現代美術へ、とたどった経緯も

異なり、土岐も常滑も窯業地ではあるが、美濃の土は日常の食器に重宝される

白い土、常滑の土はタイルや衛生陶器に主に用いられてきた赤い土である。

山の人と海の人、近くて遠い関係でもある。

しかしながら、土岐も常滑も生産地である。雅な京都や情報の発信地である

東京といった消費地にアンテナを向けながら、一方で都会の空気に迎合せず、

地方ならではの距離感を大切にする。異なるバックグラウンドにあって、制作の

仕方も姿勢もタイプも全く異なるふたりだが、共に頑固に個であり続け、群れ

ない。それぞれを中心に若い人たちが集まり、風が巻き起こる。そうした人として

の在り方が、ふたりの間に互いを認め合うよい関係を作ってきた。

伊藤は、1960年、勤務した岐阜県陶磁試験場で日根野作三に出会う。65年

に岐阜県陶磁器試験場を退職、安藤知山の窯に勤め、2年後にはガス窯を

築いて本格的に作陶を始め、72年、大阪で初めての個展を開催した。鯉江は、

60年代は級寄手や黒陶といった八木一夫の影響の濃い作品を朝日陶芸展を

中心に発表していたが、71年に名古屋市の栄公園で自身の顔を型取ったマスク

に砂を詰めて並べた作品《土に帰る》を発表、それまでの走泥社に傾倒した

世界から抜け出し、己の領域への一歩を踏み出した。

ふたりの出会いは、60年代の初め、伊藤の工房に鯉江が突然訪ねてきたこと

に始まるという。その後まもなく、鯉江を含む常滑の作家たちと伊藤、京都の

佐藤敏らが集まって、毎年常滑市立図書館でグループ展を開くようになる。72年

には京都勧業館で、美濃、京都、四日市、常滑、丹波、信楽の作家が一堂に

展示、73年には、中村錦平の企画で金沢の日本海博覧会アートミュージアム

で行なわれた「カップ国際展」に両者共出品、翌74年には名古屋で愛知の

金子潤、京都の笹山忠保、佐藤と五人展を、また同年、京都でも佐藤と三人展

を開催している。その際、鯉江は《土にかえる》と題して、ギャラリーの床一面に

土の塊（顔）をインスタレーションしている。80年、多治見の虎渓山公園野外会場

で開かれた「第1回美濃バトルロイヤル展」には、河村宏三郎、中島晴美、

板橋廣美を中心に伊藤、鯉江、笹山、佐藤ら12人が参加し、88年までに9回の

展示を行なっている。鯉江と伊藤のつながりは常滑に始まり、京都、愛知、金沢、

丹波と広がり、若手陶芸家を巻き込んで、現代陶芸の風を起こしていく。

伊藤も鯉江も早くから、反戦、反核を作品に謳ってきた。伊藤は立体（オブ

ジェ）を作る際に、あえて器でないものを作ることの意味を自身に問い、立体の

存在理由はそのメッセージ性にあると詰責づ二十たこ73年には骨壷を連想させる

作品を制作し《HIROSHIMAシリーズ一号とした。その後も、制作の過程で

できる廃土を集めて薪窯で焼く∫、HIROS亘五二二エシトズを30年にわたって作り

続けてきた。

鯉江は73年ミシンを焼き（′‡証言－ミシン、享子そ号いて（《証言一時計》）

反原発を形にした。77年には、赤や言＝≒美を妻．十で買いた顔を型取った塊

に、《NOMOREHIROSHnI上．：ここ＿iS二三ごと名付けた。86年以降は、

チェルノブイリ原発事故をアピールするユニー：ノ「㌧∴∴シリーズ》を、やがて身の

回りのもの全てをアルミととも：こきたこ二て∴L　妄ヲ示ク㍉へと変貌させる。

伊藤の骨壷もまた、一昨年の貢ぎ享三三三‾i三言茎二言莞事故が起こってのち、

《里奈羅≫や《足〉といったそれ三でこ乍三三二、千㌦＼土臭致される。

土と火という人為では完全：二二ン二二一▼二で幸三∴菜章を羞んで造形表現に

携わること、一方で器というキきも二三三二≒ぎ主こも呂を向け続けること、

そして立体であれ器であれ言こき∴メセージ三を葺きすること、この三つを

同時に有することこそが他でも三二二三喜二言二三三で去るこさらにその作品に

通底するのは、常に「人」、「大賢と∵て二三▲モノ、二≡、．二である。

伊藤は、《面》と題して人語の吉を三三㌢三三ノ二三∴二二箋だけで表現してきた。

そして2008年からはく軌が‾ッテ」∴二二七二三三号＼±造化する。鯉江には

70年代から継続して、自らの雲を三三っ二TTLで三学二てきた《土に還る》の

一連の作品群がある。自身忘≒薫二二土、三号モ≡二三も三た即ち自己の投影

である。鯉江が自身のマスクをミニ三二三、三雲二†一㌧二ごシティティを求めた未

の最期の手立てとして自分∈言をそ二三三三二三二三一∴二だが、一方伊藤は、

ひとつひとつ、ゆっくりと遣量二三を≡‡与ニ∴葺き二二十ることで、自分の中の

人間像を抽出していったこ

直接的に人間を表わしたも二三こて三三、一二‾三二二：手き．二たこHIROSHIMA

シリーズ》にしても宅チェルノブイ■′‾tシ▼一‾　二一てこ≒委七一三行為が目前に突き

つけられることで、われわれ：三言三言三二二七二三三‾＿三三∴ニ三きものに再度直面

させられる。伊藤のく足：：三二主で三三三二号二一一そこミニである。《尺度》もまた、

われわれ人間の生きざまを設影∵て．一三二至二七二三三下つあちこちで制作し

遺した足跡はそのまま入日C主きi＝≡て三三二三三き七二竜三でTHIROSHIMA

シリーズ》を作り続けたようこ、室二三そ∴そ∴二幸三二っ泥を紙に流した

《泥－ing》を遺していく。それた∴≡二姜二子三二二＿て、こ：たわれが生きること

と表裏一体のものとして生三九三でモ二三

今回の展覧会では、両署に亭主を一三こて三二二七二できる＝伊藤は《面》の

シリーズを中心にぐ星雲票∴∵ニーノニごて三二三言、貰塁の数々と、近作

《いのり》、そして現在清元三二≡∴二，一三、二三こき二三、〈ブラボール》

（1993月4）、《土の扇　工；‡さ、三二≡ミ　　J三一三二g〔、、《森ヲ歩ク≫、

アルミを流して拭化させた‾三号丁三二【．■　二‾丁二一三三ン、そして新作の

引出異茶怨。

高度成長期からバブ、二言‡壬至て二二三てここそ三三記をめまぐるしく

疾走してきたふたり。京章二≒三二こそ二三三号三二享三三が映し出される。

そして現在、奇しくも宕き三三▲≡　▼二二一‾二i　そノて至江は、黒茶盆を

手掛けている。共に歩き三三ごろも三二て三二三二二丁で∴一、千書手を想い敬い、

自らは己れの道をゆく、二二三㍉∴ジ三∴∵∴∴三二二一三も二ち：二実に心地よい

空間を提供してくれてい三二で三三＝

三三言美術館学芸員）
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瓦eijiItoandRyojiKoie－TheFootstepsofaCeramicOdyssey

∃TSHOMURA Misato

二二三smanyyearssinceKeijiItoandRyojiKoielastheldatwo－perSOn

三三三bition BothartlStShaveledthefieldofmodernceramlCSlnMlnOand

二二三OnameslnCethe1970S

三二eijiIto，borninTokllnGifuPrefectureon19thOctoberin1935，has

＝三gularly held his ownexhlbitlOnS，dlSPlaylngWOrks thatexhlbita

‡王ancedcombinatlOnOfcraftandobJeCLHemakesltaruletomake

三三e亡CheswhenproduclngCupSandplates．Everytlmehepresentsthese

てこrks，hepreparesanalmostcompieteexhibitionplan．asketchofeach

MOrkplusamapofthewholeexhibitioninadlStlnCtlVeandeasygolng

二三二凸er．

≡［lminTokonameinAIChlPrefectureon27thJulyin1938，RyojlKole

三三StraVeledextensIVelytovarlOuSCOuntrleS，COllaboratingwlthlocal

三二三stSandcreatingworksuslnglndlgenOuSmaterlalS．HisworkembodleS

三三stronglnnerenergyandallthosepasslOnatelylnVOIvedlnnOtOnlythe

三二三bitionbutalsotheprocessleadlngtOit．Athisprivatestud10，WhlCh

三三ココOVedfromTokonameCltylnAIChlPrefecturetoEnaCityinGifu

‡＝三fecture，KoiewelcomesvisitorswlthrellShandserveshlSOWndishes．

二三heenJOySthecompanyofotherpeople，hisworksareoftenproduced

二乃11aboratlOnWithotherstaffunderhlSdlreCtion．HisinstallatlOnSare

三二㌢eSSivelyintunewlththegivenspace．

二flerStudylngOilpalntlngat MusashlnO ArtUniversity．Itowas

三二ployedasadesigneratGlfuPrefecturalCeramlCSInstltute．Whichled

二三二ユtO the world ofceramlCS．Koie studled the basICS OfceramlCS at

二二koname HlghSchoolandencourrtered modernartwhen entering

二二三OnameCltyCerarnicsInstltuteItoswltChedfromarttoceramlCS

n士ereasKolemOVedfromceramicstomodernart AlthoughTokiand

T：konamearefamousforceramics，thetworeg10nSdlfferlnthequality

：三earth，MinOisrlChlnWhiteclayappropriatefortableware，Whereas

二二konamelSrlChinredmountalnandfieldclaymalnlyusedforceramic

i：≡SandsanltaryWare OneisfromamountalnOuSreg10nandtheother

三二maCOaStalreglOn；theyseemcloseyetarefarapart

lThlle both Kole andItolook to the elegance of Kyoto and the

三二’：entlVeneSSOfTokyo，neltherofthem followsthecrowd．puttinga

iis［anCebetweenthebigcltyandtheirbasesforproduct10n Although

三つthartlStSdlffercompletelylnthelrbackgroundsandthelrattitudes

コ・Wardsproductionandlstyle，theyhaveonecoreprlnClpleincommon．

±eyarebothuncompromisingindivldualswhoforgethelrOWnpath

㌻oungpeopleseektobecomethelrdlSCiplesandanewmovementhas

妄rOWnuparOundthetwo，WhllethelrSharedpersonalitieshaveledtoa

二二uUualrespect

In19601tometSakuzoHlnenOatGlfuPrefecturalCeramicsInstitute，

JXhereHmenOWaSanadvisor，andheretlredtherein1965Thereafter，he

TOrkedatthekilnofceramlCartlSan，ChlZanAndo．Twoyearslaterhe

hllthisowngas－kilnand astud10tOStarthlSCareeraSaCeramist，

holdlngaOne－PerSOneえhibitioninOsakaln1972．Koie，Ontheotherhand，

producedKokutoandShlWayOSede．worksgreatlylnauenCedbyKazuo

YagiandshowedthemmalnlyattheAsahlCeramlCSExhlbition．In1971

註01epreSentedReturntoEarth，aWOrkinwhichheusedamoldofhlS

OWnfacetopressoutnumerousKolefaceslnpulverlZed，previouslyfired

porcelain HeturnedhlSfocusawayfromtheworldofSodelSha，OneOfthe

mostlnduentlalceramicgroupseverformed」nJapan，andproduced

萌すOrksunlquelyhisown

ThelrenCOunterdatesbackto1960swhenKoleSuddenlyvisitedthe

private stud100fIto．Soon after，Kole and other ceramists from

Tokoname，andltoandSatoshlSatofromKyoto，embarkedonannual

group exhlbltlOnS atTokoname Clty LlbraryIn1972they held an

exhibition wlth other ceramlStS from Tokoname，YokkalChi，Tanba，

ShlgaraklIn1973they both exhlblted thelr WOrks at the Cup

InternationalExhlbitlOnpreSentedbyKlnPelNakamura，heldatNlhonkal

Expos Art Museumln Kanazawa．In1974they had aave－perSOn

exhlbltlOnlnNagoyaCitywithJun Kanekofrom AIChi．Tadayasu

SasayamaandSatoshiSatoInthesameyeartheyaisoparticipatedina

・three－perSOneXhlbltlOnWithSato，WhereKoleSetupanlnStallatlOnOf

faces made ofclay on the wholefl00rOfthe galleryIn1980they

PartlCIPatedlnthelstMinoBattleRoyalExhiblt10nheldataparkinMt
Kokeiin TajimiCity wlthlO other ceramistsincludlng Kozaburo
Kawamura，HarumlNakashima，HlrOmlItabashl，andSasayamaandSato

Subsequently，until1988nユneeXhibltlOnSWereheldthere．KoieandIto’S

artisticcollaboratlOnWaSrOOtedlnTokoname，SpreadingtoKyoto，AIChl，

KanazawaandTanba，reSultinglnaneWWaVeOfmodernceramlCS

lnVOlvlngbrlghtyoungceramists
Both KoieandItohaveadvocated antl－Warandnuclearabolition，and

StrOnglyrepresenttheseprincipleslnthelrWOrk WhenItomadeobJeCtS，

hequestlOnedtheslgmficanceofnotcreatlngaCtualutensilsconcludlng

thattheexIStenCeOfobjectsresteduponmessageswlthln．In19731to

producedaseriesofworkstltledHlrOShlmaSerleS，WhlChtheviewer

associateswithurns Forthenext30yearshecontlnuedtocreatethese

WOrksbycouectingpulverized，preViouslyaredporcelalnandusinga

WOOd－fired klln Kole prOduced Testimonies－Sewlng Machlne and

TestlmOnleS－AlarmClockbyburningrealmachineslnOrdertoexpress

hlSnuClear abolltlOn StanCeIn1977he used a mold offaces and baked

them wlth blue and red glazes applled，and these were entitled NO

MORE HIROSHIMA AND NAGASAKI After1986heproduced the

ChernobylSerleStObringthe accldenttopubllCattent10n Later，he

movedontoForestWalk，inwhichhefusedeverythlngarOundhlmWith

alumlnum．

Bothartistssharethreeprinciplesincommon・engaglnginartistlC

expressionthroughthecontrolledelementsofearthandfire：always

rememberlngthefundamentalfunctlOnOfpotteryasausefulobJeCt．and

finally retalnlngaStrOngmeSSagein theirworkIn addltlOn，80wlng

throughthelrWOrksISaSenSeOfhumanltyandwhathumansshould

asplretO

Inltlally，ItobeganhisseriesofMen（face）byexpresslnghumanfaces

onclayandpaperwlthjustlines．In2008Men（face）evoIvedlntOObjects

ofhumanbusts－Tsura（face）．KoiewasstillproduclnghlSSerleSOf
“ReturntoEarth”，WhlChhehadbeguntoworkonin1970sandinwhlCh

he usedamoldofhlSOWnface DrawinghlmSelforothersISbotha

reflectlOnOfhlmSelf．Kole uSed a mold ofhisown because he wanted to

representhlmSelfas he was and while simultaneously seeklngthe

ultlmateidentity．Ito，Ontheotherhand，attemptedtoseekahuman

lmageOfhlSOWnbyslowlyandcarefullysimplifylngandsymbollZlnghlS

MenorTsura（face）．

ThelrWOrkdirectlyexpressesthehumancondition TheHiroshlma

SeriesandChernObylSerleSparticularlymaketheviewerreallZethetrue

natureofhumanlty，WhlChwearelnCllnedtoforgetineverydaylife，

throughexposuretotheiroftenill－COnSlderedbehav10rIto’ssoku（foot）

are supposed to be Buddhistfootprints，buttheycan sometlmeS be

interpretedashumanones Syakudo（Scale）lSalsoareflect10nOfhow

humanbelngSllVe．KoiehasexhibitedhlSWOrksbothlnJapanandabroad．

andhlSlegacylSalsoadirecttestamenttohuman．JustasItocontlnued

toproduce hlSHiroshirnaSeriesuslngpulverlZed．prevlOuSiyfired

porcelaln，KoleleaveshlSDoro－ings（muddrawing）byuslnglocalclayon

asheetofpaper．BothoftheseremainaliveasthenegatlVelmprlntOf

humanbeings，thereversesldeofhumanexIStenCe．

Thisexhibitiona仔ordsthevleWertheopportunltytOtraCethefootsteps

ofbothartists．Ito．sworkslnCludesomeworksofTsura（face）SerleS，

Mandara，drawlngS，StatlOnary，teaCeremOnytOOIs，teabowIs，WOrksfrom

hlSreCentSeriesInori（prayer），andportraltS，WhlChrecentlyhedraws

v噌OrOuSly．Koie’sworksincludeLosBravoles，ClayFace，Inogashlra

SerleS，Dor0－1ng（Drawing）．MessageinClayandWater．ForestWalk，an

lnStallatlOnOfWindlngShapes，WherehepouredaluminumlntOtheearth

andsolidiBedit，andhlSlatestworks，BlackTeaBowIs．

Forthelasthalf－a－CenturyfromtheperlOdofJapan’shigheconomlC

growth，throughtheBubbleEconomytothepresentHeiselPeriod，both

artLStShaveblazedtheirownuniquepathandareamongstthedeanlng

artistslnJapan’smodernhlStOryOfceramlCS Oddly，Itohasreturnedto

drawingandKoietoblackteabowIs．Althoughtheybothhavesomething

lnCOmmOn，theynevermeetatthesamepolnt，reSpeCtlngeaChotherand

forevergolnglnthelrOWndlreCt10n．ThlSrarerelationshipprovldesus

Wlthaunlquelycomfortabieartspace

（CuratorofTheMuseumofFmeArts，Gifu）
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44　プラボール　LosBravoles　1993－94

45　泥－1ngL土と水のメッセLジDor0－1ng（Drawlng）LMessagelnClayandWater1994

46　土に還る　ReturntoEarth　1996
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